
              令和７年度       学校評価（後期）                     珠洲市立上戸小学校 

重点
目標 

自己評価 
備考 

評価項目 具体的取組 評価指標 評価：達成度判断基準 取組の状況・結果 達成状況 

学
び
づ
く
り 

総合的な学
力の向上 

・学力調査の結果を分析して定
着していない内容を授業や朝
学習での補充 
・授業での学んだ知識や言語力
を活用して思考，判断し表現
する活動場面を設定 
・国語検定，算数検定の実施 

【成果指標】 
各種・学力調査の
結果が県及び国
の平均を上回っ
ている。 

全国学力学習状況調査・県基礎学力調査
の結果が県平均・市学力調査の結果が全
国平均を上回っている教科が全体の 

今年度最後の学力調査（全校対象・ベネッセテ
スト）を 1 月に実施する予定であり、結果は 2 月
以降に示される予定である。 
また、12 月に 5 年生を対象に実施された県下一
斉の評価問題（国語・算数）では、いずれの教科
も県平均を上回る結果となった。 

― 

【評価方法】 
学力調査 
【評価実施時
期】 
８月，１月 

Ａ: ８０％以上 
Ｂ: ７５％以上 
Ｃ: ５０％以上 
Ｄ: ５０％未満 

学力向上プ
ランの推進 

・授業でリレートークによる対話
場面の設定 

 
・話し方，聞き方を各学級の実
態に応じた指導 

【成果指標】 
相手の話をしっか
り聞いたり自分の
考えを伝えたりす
ることができる力
が児童に身に付
いている。 

学習アンケートで「みんなに聞こえる声で
考えを伝える」という項目で肯定的な回答
をした児童の割合が 

9 月～12 月に実施したアンケートでは、肯定的
な回答をした児童の割合は 97.3％であった。児
童は相手の話をよく聞き、自分の考えを適切に
伝えることができている。集会や行事の振り返り
の場でも、積極的に自分の意見を述べる姿が見
られる。また、他校との交流学習においても、自
分の考えが相手に伝わるよう工夫して話すことが
できている。 

A 

【評価方法】 
児童に対する
学習アンケー
ト 
【評価実施時
期】 
７月，１月 

Ａ: ９５％以上 
Ｂ: ８５％以上 
Ｃ: ７５％以上 
Ｄ: ７５％未満 

GIGA スクー
ル構想の推
進 

・週に一度，タイピングの技能を
計測する時間の設定 
・まとめ学習や家庭学習等で，
積極的なクロームブック活用 
・３年生以上でのローマ字の定
着 

【成果指標】 
児童にタイピング
の技能が身に付
いている。 

タイピングのアプリを活用する。５分間で入
力できる文字数の平均（３～６年）が 

5 分間で入力できる文字数の平均が 390 文字を
上回った。週に一度のタイピングの時間や ICT
機器の積極的な活用により、着実な技能向上が
見られる。また、休み時間に自主的にタイピング
練習に取り組む児童も多く、タイピングに対する
意欲の高さがうかがえる。 

A 

【評価方法】 
タイピングア
プリ 
【評価実施時
期】 
７月，１月 

Ａ: ３９０文字以上 
Ｂ: ３６０文字以上 
Ｃ: ３３０文字以上 
Ｄ: ３３０文字未満 

学校関係者評
価委員から 

・学習習慣はおおむね定着している（宿題を「やって当たり前」とする学習文化が醸成されている）。 

心
づ
く
り 

明るい挨拶
で笑顔があ
ふれる学校
づくり 

・生活目標に挨拶に関する目標
を設定による挨拶の習慣の定
着 

 
・「あいさつ４つのコツ」を学級で
指導し意識化 

【満足度指標】 
児童がすすんで
挨拶する習慣が
身に付いている。 

児童アンケートで「挨拶は、明るく、いつで
も・どこでも・だれにでも、先にしている。」と
いう項目で肯定的な回答をした児童の割
合が 

肯定的な回答は 96％であった。学級で定期的
に挨拶について話し合ったり、よい挨拶を積極
的に認めたりする取り組みにより、児童の挨拶の
様子は着実に向上している。今後は、代表委員
会を中心に、よりよい挨拶ができる上戸っ子をめ
ざして、さまざまな企画に取り組んでいきたい。 

Ａ 

【評価方法】 
児童アンケー
ト 
【評価実施時
期】 
７月，１月 
 

Ａ: 児童の９０％以上 
Ｂ: 児童の８０％以上 
Ｃ: 児童の７０％以上 
Ｄ: 児童の７０％未満 

児童が相談
できる体制
の構築 

・スクールカウンセラーの個人面
談の実施 

 
・担任との個人面談の定期的実
施 

【努力指標】 
児童が相談でき
る機会を設けてい
る。 

月 1 回以上児童との面談を行ったクラスが 毎月、担任との個人面談を実施することができた
ほか、担任以外の職員やスクールカウンセラーと
の面談も行った。さらに、クロームブックを活用し
た毎朝のセルフ健康チェックにより、児童の思い
や悩みをタイムリーに把握することができた。 

Ａ 

【評価方法】
担任からの報
告等 
【評価実施時
期】 
７月，１月 

Ａ: ３学級 
Ｂ: ２学級 

Ｃ: １学級 

Ｄ: ０学級未満 

学校関係者評
価委員から 

・子どもたちは運動や活動に意欲的に取り組んでおり、自信につながっている。 

 

日頃より多くのご支援・ご協力を賜り心より感謝申し上げます。学校評価の中間評価をまとめましたのでお知らせいたしま

す。また、１月に開催された第３回学校運営協議会で出されたご意見、保護者アンケートでの自由記述等もお伝えいたします。

今後も上戸小学校の更なる活性化に向け、保護者・地域の皆様と共に頑張っていきたいと思います。何卒宜しくお願いいたし

ます。                             令和８年２月 珠洲市立上戸小学校長 寺井 純子 

令和７年度 珠洲市立上戸小学校  
学校評価だより（最終）  

令和８年２月発行 



重点
目標 

自己評価 
備考 

評価項目 具体的取り組み 評価指標 評価：達成度判断基準 取組の状況・結果 達成状況 

体
づ
く
り 

体力の向上 

・毎回の体育授業での３分間走
の導入 
・ゴールデンタイム等を通した、
授業以外の時間にも、積極的
に体を動かす状況づくり 

【成果指標】 
体力テストで持久
力に関する項目
「２０ｍシャトルラ
ン」が県平均を上
回っている。 

「２０ｍシャトルラン」において、県平均を突
破した児童の割合が 

県平均を上回った児童の割合は 83％であった。
目標の 90％には届かなかったものの、ほとんど
の児童に記録の伸びが見られるなど、具体的な
取り組みを通して児童の持久力を高めることが
できた。 

Ｂ 

【評価方法】 
２０ｍシャトル
ラン 
【評価実施時
期】 
７月，１月 

Ａ: ９０%以上 
Ｂ: ８０%以上 
Ｃ: ７０%以上 
Ｄ: ７０%未満 

健康教育の推
進 

・「元気アップカード」を月ごと
に実施し、規則正しい生活習
慣の定着 
・早寝・早起きの大切さ、メディ
アの使用時間等についての
指導。 
・朝ごはんの大切さや食事のマ
ナー等の食育の実施 

【満足度指標】 
学校での指導や
家庭での働きか
けの結果、子ども
達の生活習慣が
向上している。 

保護者アンケートの「早寝・早起き・朝ごは
んが実行できている」という項目に肯定的
に回答した保護者が 

肯定的な回答は 84％であった。前期よりやや低
下したものの、「しっかり実行できている」との回
答は前期を大きく上回っており、よい生活習慣が
着実に定着していることがうかがえる。今後も家
庭と連携しながら、生活習慣のさらなる向上に努
めていきたい。 

B 

【評価方法】 
保護者アンケ
ート 
【評価実施時
期】 
７月，１月 

Ａ: ９０％以上 
Ｂ: ８０％以上 
Ｃ: ７０％以上 

Ｄ: ７０％未満 

学校関係者評
価委員から 

・シャトルランの評価 B(県平均を突破した 83%)は、決して悪い結果ではない。 
・8 の字跳びで 1 年生でも 3 分間で 180 回以上跳べるなど、非常によい。 
・地域の先生としてトランポリンの専門指導者をお招きし、トランポリン教室が開かれ、小学生のうちからトランポリンに親しめる環境は非常に貴重である。 

絆
づ
く
り
・
開
か
れ
た
学
校 

地域の教育力
の活用 

・地域人材を活用し，地域の特
色を生かした授業実践の実施 

【努力指標】 
授業やクラブ活動
などで，地域の人
材を活用する授
業を行っている。 

学期に１回以上行った学級が 生活科・総合・道徳など、全学級において地域
人材を活用した授業を実施した。老生会との干
し柿づくり、生き物観察会、社会科見学など、地
域と連携した多様な学習活動を行うことができ
た。今後も地域の方々との交流を深め、地域の
特色を生かした授業づくりをさらに推進していく。 

A 

【評価方法】 
担任からの報
告等 
【評価実施時
期】 
７月，１月 

Ａ: ３学級 
Ｂ: ２学級 
Ｃ: １学級 
Ｄ: ０学級 

学校情報の積
極的な公開と
家庭・地域へ
の適切な説明 

・学校だよりや学級だよりの発
行、ホームページの充実によ
る保護者や地域方の学校経
営方針や教育内容について
の周知と理解の推進 

【満足度指標】 
保護者が学校の
教育方針や児童
の様子が伝わっ
ていると感じてい
る。 

保護者アンケートで「学校だより、学級だよ
り、ホームページ等で児童の活動の様子
が伝わりやすい」に対し、肯定的な回答を
した保護者の割合が、 

肯定的な回答は 100％であった。A 評価の割合
も前期の 36％から 64％へと大きく向上した。こま
めでタイムリーなホームページ更新が保護者に
浸透してきたことや、学級だよりを通して児童の
様子を丁寧に発信してきたことが、評価向上に
つながったと考えられる。 

A 

【評価方法】 
保護者アンケ
ート 
【評価実施時
期】 
７月，１月 

Ａ: ８５％以上 
Ｂ: ７５％以上 
Ｃ: ６５％以上 
Ｄ: ６５％未満 

学校関係者評
価委員から 

・子どもが参加する学校運営協議会は非常に意義深い（地域・学校・児童が一体となっている）。 
・仮設住宅の地域住民との交流（行事や児童会活動で）を実施できた。 
・長年続いている地域連携の活動は今後も大切に継続し、新しい形の地域交流も進めていきたい。 

人
材
育
成
・
働
き
方
改
革 

人材育成 

・若手が中心となって，職員全
体で学ぶ機会の設定 
・日常的に，かつ月１回短時間
でも設定し，授業や行事に実
践的に生きる研修の実施 
・夏季休業中の若手主催で研
修会の実施 

【満足度指標】 
若手教員早期育
成プログラムの研
修により、職員が
指導力や・授業
力が向上したと感
じている。 

教職員アンケートで「校内研修が、授業力
の向上や授業改善に生かされている」に対
し、肯定的な回答をした教職員の割合が、 

前期に引き続き、肯定的回答は100％であった。
教科の授業づくりやAIの活用などについて研修
を実施し、具体的で実践的な内容の研修会を行
うことで、校務や授業改善にすぐに生かすことが
できている。今後も引き続き、計画的に研修を進
めていく。 

A 

【評価方法】 
実施回数 
【評価実施時
期】 
７月，１月 

Ａ: １００％ 
Ｂ: ８５％ 
Ｃ: ５０％ 
Ｄ: ２５％未満 

働き方改革の
推進 

・校務分掌の平準化と担当の
明確化を図り，意識改革の推
進 
・業務改善のための会議の定
期的に開催 
・校務支援システムの活用によ
る業務改善の推進 

【成果指標】 
教職員が働き方
改革を意識して
効率的に業務を
行い，時間外勤
務時間を削減し
ている。 

定時退校日を月に 3 回（第３水曜日、最終
金曜日、マイ定時退校日）とし、定時退校
日を 3 回以上取得した割合が、 

8月～12月の達成率は172.3％だったが、10・11
月は目標に届かなかった。新たな行事や取り組
みが重なり、打ち合わせの機会が増えたことが
要因と考えられる。今後は計画的に打ち合わせ
時間を設定し効率化を図る。 

Ａ 

【評価方法】 
勤務時間記
録表，職員ア
ンケート 
【評価実施時
期】 
７月，１月 

Ａ: １５０％以上 
Ｂ: １３０％以上 
Ｃ: １００％以上 
Ｄ: １００％未満 



 


